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豊かで広い和紙の世界

　「和紙」と聞くとみなさんは何を思
おも

い浮
う

かべるでしょうか。この 100 年で日本人の

生活は大きく変わり、ふだんのくらしの中で、和紙はあまり見かけなくなりました。

それは西洋（ヨーロッパやアメリカ）で生まれた「洋紙」が使われはじめたからです。

洋紙は早くから機械化が進み、大量に安く作られました。これに対して和紙は、中国

から伝わり 1500 年もの間、日本の風土で育ち、みがかれてきましたが、手作業で作

られてきたために、一度に大量に作ることはできませんでした。今でこそ、洋紙が主

流になりましたが、少し前の日本では、いろいろなものを和紙で作り、生活に役立て

ていました。障
しょう

子
じ

や襖
ふすま

など今も見られるもののほか、傘
かさ

や本、おもちゃなど、くらし

のあちこちに和紙が使われていたのです。

　現代のわたしたちのくらしでも、自然資
し

源
げん

で作られる、うすく、強く、じょうぶな

和紙のすばらしさ、そのよさは見直され、世界にも知られるようになりました。今で

はユネスコ無
む

形
けい

文
ぶん

化
か

遺
い

産
さん

としても認
みと

められています。

　このような和紙がどんな技
ぎ

術
じゅつ

で作られ、どんな背
はい

景
けい

があるのか、いっしょにたずね

てみましょう。知れば知るほどに、日本の和紙の文化の深さを知り、そのすばらしさ

がわかるはずです。
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原料のちがいやすき方、技
ぎ

法
ほう

の組み合わせ
によって、さまざまな種類の和紙ができま
す。また、産地や使う目的によってもいろ
いろな紙が生まれるのです。

和紙の種類
を知ろう

コウゾ紙 ミツ
マタ紙

ガンピミツマタ

コウゾ

ガンピ紙

和紙の原料のコウゾ・ミツマタ・ガンピ。それ
らを使って作る、代表的な紙を知りましょう。

和紙は全国各地で作られています。それらはそれぞ
れの土地に合った深い歴史をもっています。全部は
紹
しょう

介
かい

できませんのでおもなところを紹
しょう

介
かい

します。
（全国の産地は 16 ～ 17 ページ参照）

原料で知る

おもな産地で知る

強くてじょうぶな紙なので、たいせつな公
こう

文
ぶん

書
しょ

や経
きょう

典
てん

、書
しょ

籍
せき

などに使われてきました。和
紙の代表的なものです。障

しょう

子
じ

紙
がみ

や襖
ふすま

紙
がみ

、書
しょ

画
が

用紙などの材料としても用いられます。

繊
せん

維
い

の目が細かく、う
すくなめらかで、じょ
うぶであり、虫の害に
も強いので、「紙の王」
とよばれていました。
平安時代には、かな文
字を書いたり写

しゃ

経
きょう

や手
紙などの用紙として使
われていました。

うすくてじょうぶ、繊
せん

細
さい

で光
こう

沢
たく

もあり、なめらか
な紙で、いろいろな目的に広く使われます。墨

すみ

・
インクの両方との相

あい

性
しょう

もよく、明
めい

治
じ

時代から紙
し

幣
へい

（お札
さつ

）や金
きん

・銀
ぎん

箔
ぱく

を保
ほ

護
ご

する箔
はく

合
あい

紙
し

の材料など
にも用いられています。

コウゾを原料にした紙で、
凧
たこ

にはる紙として有名で
した。障

しょう

子
じ

紙
がみ

や書
しょ

画
が

用紙
などに使われます。

将
しょう

軍
ぐん

の命令を部下の名で出す
「奉

ほう

書
しょ

」という書式から、のち
に奉

ほう

書
しょ

紙
し

といわれるようにな
りました。シワがよりにくく
厚
あつ

手
で

のふっくらとした紙で、
お祝いの目

もく

録
ろく

などを書く用紙
として使われます。

コウゾが原料で、昔、武
ぶ

士
し

や僧
そう

侶
りょ

が使う
贈
おく

り物
もの

の包みに使ったり、武
ぶ

家
け

の公
こう

文
ぶん

書
しょ

などに多く用いられたりしました。奈良
時代から 1300 年ほどの歴史をもちます。

江戸時代中期に和紙作りが
はじまったといわれていま
す。コウゾを使って、作ら
れていました。書道の半紙
や版

はん

画
が

を摺
す

るのに使った
り、のし袋

ぶくろ

や免
めん

状
じょう

用紙、襖
ふすま

紙
がみ

に使われたりします。

平安時代からの和紙の産地で、明治時
代には全国一ともいわれていました。
土
と

佐
さ

典
てん

具
ぐ

帖
じょう

紙
し

は、日本一うすい和紙と
いわれ、美

び

術
じゅつ

品
ひん

・文
ぶん

化
か

財
ざい

などの修
しゅう

復
ふく

な
どに使われています。

紙
し

質
しつ

が強く、うすくて
じょうぶなので本や、
文書の写し、書状の包
みなどに使われます。
障
しょう

子
じ

紙
がみ

としても使われ
ています。

門
かど

出
いで

和紙
（新潟県）

越
えち

前
ぜん

奉
ほう

書
しょ

紙
し

（福井県）

杉
すぎ

原
はら

紙
がみ

（兵庫県）

伊
い

予
よ

和紙（愛媛県）

石
せき

州
しゅう

半
ばん

紙
し

（島根県）

土
と

佐
さ

和紙
（高知県）

本
ほん

美
み

濃
の

紙
し

（岐阜県）

石
せき

州
しゅう

和紙の中でも石
せき

州
しゅう

半
ばん

紙
し

が有名です。じょうぶで
帳
ちょう

簿
ぼ

などに使われてきま
した。そのほか、書

しょ

籍
せき

・
短ざく・名

めい

刺
し

など、いろ
いろな目的に使います。

細
ほそ

川
かわ

紙
し

は埼玉県の小川町
と東

ひがし

秩
ちち

父
ぶ

村で作られていま
す。原料はコウゾのみを
使い、ネリはトロロアオ
イを使い、その作り方は
薬品などを使わない昔な
がらのものです。

細
ほそ

川
かわ

紙
し

（埼玉県）
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日本各地の
和紙産地マップ

 名
な

尾
お

和紙
コウゾの原種「カジ」
を使った和紙で、その
栽
さい

培
ばい

から和紙作りがは
じまります。透

とう

明
めい

感
かん

の
ある質

しつ

感
かん

が特
とく

徴
ちょう

です。

土
と

佐
さ

和紙
全国的にも有名な和紙の産地。小物やインテリアなどに
利用されています。写真はクジラ（上）とタツ（右）の

「土
と

佐
さ

和
わ

紙
し

雁
がん

皮
ぴ

張
はり

子
こ

」。（→ 13 ページ参照）

内
う ち

山
や ま

紙
が み

美
み

濃
の

和紙の技
ぎ

術
じゅつ

が伝わり、江戸時代に強
きょう

靭
じん

な障
しょう

子
じ

紙
がみ

として有名になりました。そのじょうぶさ
を生かし、新潟県の「白

しら

根
ね

大
おお

凧
だこ

合
がっ

戦
せん

」の大
おお

凧
だこ

（畳
たたみ

24 枚
まい

分
ぶん

）にも使われています。

上
か み

川
か わ

崎
さ き

和紙
二
に

本
ほん

松
まつ

市では 1000 年をこえるコウゾ和紙の歴史が
あります。紫

むらさき

式
しき

部
ぶ

や清
せい

少
しょう

納
な

言
ごん

が愛用した「まゆみが
み」が作られていたといわれています。

美
み

濃
の

和紙
美
み

濃
の

和紙の特
とく

徴
ちょう

を
生かした「岐阜提

ちょう

灯
ちん

」。お盆
ぼん

や七
たな

夕
ばた

かざりなどに使わ
れます。

深
み

山
や ま

和紙
400 年以上の歴史のあ
る、コウゾを原料とし
た和紙。もみ紙も多く
作られ、和紙人形など
に活用されています。

越
え っ

中
ちゅう

和紙
色とりどりの型

かた

染
ぞ

めの工芸和紙が有
名。千代紙や和紙小物などに利用さ
れます。

成
な る

島
し ま

和紙
和紙の接

せっ

着
ちゃく

剤
ざい

にノリウツギを使い、そのノ
リウツギが育つ本州の北

ほく

限
げん

が岩手県となる
ため、最北の和紙といわれています。そぼ
くな風合いが特

とく

徴
ちょう

です。

長野県

福島県

岩手県

山形県富山県

佐賀県

岐阜県

高知県

日本全国にはたくさんの和紙
の産地があります。貴

き

重
ちょう

な和
紙文化を未来へつなげるため
に、手間のかかる和紙作りを、
今も各地で続けているのです。

北海道
笹
ささ

紙
かみ

岩手県
東
とう

山
ざん

和紙
成
なる

島
しま

和紙

群馬県
桐
き

生
りゅう

和紙

福井県
越
えち

前
ぜん

和紙（越
えち

前
ぜん

奉
ほう

書
しょ

紙
し

）
若
わか

狭
さ

和紙

山口県
徳
とく

地
じ

和紙

徳島県
阿
あ

波
わ

和紙
拝
はい

宮
ぎゅう

和紙
高知県
土
と

佐
さ

和紙

愛媛県
伊
い

予
よ

和紙
大
おお

洲
ず

和紙
周
しゅう

桑
そう

和紙

鹿児島県
さつま和紙

沖縄県
琉
りゅう

球
きゅう

紙
し

芭
ば

蕉
しょう

紙
し

福岡県
八
や

女
め

和紙

佐賀県
名
な

尾
お

和紙

熊本県
水
みな

俣
また

和紙
宮
みや

地
じ

和紙

京都府
黒
くろ

谷
たに

和紙
丹
たん

後
ご

和紙

鳥取県
因
いん

州
しゅう

和紙

愛知県
小
お

原
ばら

和紙

奈良県
吉
よし

野
の

和紙

岡山県
樫
かし

西
にし

和紙
備
びっ

中
ちゅう

和紙
横
よこ

野
の

和紙

三重県
伊
い

勢
せ

和紙
深
ふか

野
の

和紙

和歌山県
高
こう

野
や

紙
がみ

保
やす

田
だ

紙
がみ

山
さん

路
じ

紙
がみ

島根県
石
せき

州
しゅう

和紙（石
せき

州
しゅう

半
ばん

紙
し

）
出
い ず も

雲民
みん

芸
げい

紙
し

斐
ひ

伊
い

川
かわ

和紙
広
ひろ

瀬
せ

和紙

滋賀県
なるこ和紙

兵庫県
淡
あわ

路
じ

津
つ

名
な

紙
がみ

杉
すぎ

原
はら

紙
がみ

ちくさ和紙
名
な

塩
じお

和紙
神
こう

戸
べ

和紙広島県
大
おお

竹
たけ

和紙

長野県
内
うち

山
やま

紙
がみ

埼玉県
小
お

川
がわ

和紙
（細

ほそ

川
かわ

紙
し

）

富山県
越
えっ

中
ちゅう

和紙
五
ご

箇
か

山
やま

和紙

東京都
軍
ぐん

道
どう

紙
し

岐阜県
美
み

濃
の

和紙
（本

ほん

美
み

濃
の

紙
し

）
山
さん

中
ちゅう

和紙

静岡県
駿
する

河
が

柚
ゆ

野
の

紙
かみ

石川県
加
か

賀
が

雁
がん

皮
ぴ

紙
し

加
か

賀
が

二
ふた

俣
また

和紙
能
の

登
と

仁
に

行
ぎょう

和紙

宮城県
白
しろ

石
いし

和紙
丸
まる

森
もり

和紙福島県
上
かみ

川
かわ

崎
さき

和紙
山
やま

舟
ふ

生
にゅう

和紙

秋田県
十
じゅう

文
もん

字
じ

和紙山形県
月
がっ

山
さん

和紙
長
なが

沢
さわ

和紙
深
み

山
やま

和紙

新潟県
小
お

国
ぐに

和紙
門
かど

出
いで

和紙
小
こ

出
いで

和紙

栃木県
烏
からす

山
やま

和紙

茨城県
西
にし

ノ
の

内
うち

和紙

山梨県
西
にし

島
じま

和紙

※このマップは、「全国手すき和紙連合会」の資
し

料
りょう

をもとに、2014 年 12 月に調
ちょう

査
さ

したものです。
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越
えち

前
ぜん

和紙（福井県）には、何百年も受けつ
がれる技

わざ

があります。昔ながらの手すき和
紙と、大量生産を可

か

能
のう

にした機械すき和紙
の技

わざ

を紹
しょう

介
かい

します。

和紙の技
わ ざ

を
見てみよう！

1

5

2

6

3

7

4

8

和紙のもととなる紙
し

料
りょう

液
えき

は、植物の繊
せん

維
い

とネリを水にとかしたものです。
作る紙の種類により、植物やネリの濃

のう

度
ど

など、細やかに調整します。

襖
ふすま

紙
がみ

などの大きさの、2 人ですく技
わざ

を
見てみましょう。

以下が、紙すきの一連の流れです。これを何度もくり返し、
1 舟

ぶね

あたり 1 日数十
じゅう

枚
まい

の紙を作ります。

ちり取
り

ほんの
少しの

ゴミも

見のが
さない

！ ネリ作り
温度によ

って

ネバリが
ちがう

紙すき光の透
す

け加
か

減
げん

でうすさを確
かく

認
にん

簀
す

すき舟
ぶね

手すき和紙のスゴ技
わざ

①
大きな紙も均

き ん

一
い つ

にすく技
わ ざ

材料の用意から紙すき・
出
しゅっ

荷
か

まで、多くの人が協
力し合い、よりよい紙作
りを目指します。

原料用意

「ネリ」作り

煮
に

る

紙
し

料
りょう

液
えき

を作る

ちり取り

すく

ほぐす

乾
かん

燥
そう

手すき和
紙

基
き

本
ほん

工
こう

程
てい

原 料 に 薬 を 入 れ て 煮
に

て、繊
せん

維
い

をやわらかく
し、白くします。

水に、　 と　 をとかして、紙の
もと（紙

し

料
りょう

液
えき

）を作ります。

繊
せん

維
い

をほぐします。昔は木
づちなどでたたきました。

１枚
まい

ずつ板にはり、乾
かん

燥
そう

室
しつ

に入れ
ます。外に干

ほ

す場合もあります。
紙
し

料
りょう

液
えき

を何度もすくい、紙を作
ります。

紙の原料となる植物と、つなぎとな
るトロロアオイを用意。

コウゾ

ミツマタ

ガンピ トロロアオイ

すき終わった紙は簀
す

ご
とクレーンで持ち上げ、
重ねていきます。

繊
せん

維
い

をほぐしながら、ちり（ゴミ）を取ります。

トロロアオイの
根を水につけて
ねばりのある液

えき

体
たい

を 作 り ま す。
これがつなぎと
なるネリです。

繊
せん

維
い

を水にはなし、大きいちり
から小さいちりまで、段

だん

階
かい

に分
けて取りのぞきます。繊

せん

維
い

は取
らないよう、ていねいに。

2 人以上ですく場合は必ずリーダーがいて、
すべてをチェックします。リーダーになるに
は 10 年ほど修

しゅ

行
ぎょう

をつみます。

ネリは温度が高いとねばりがなくなるため、とくに夏は作りおきが
できません。ちょうどよい濃

のう

度
ど

になるよう、複
ふく

数
すう

の容
よう

器
き

で管理します。

呼
こ

吸
きゅう

を合わせ、交
こう

互
ご

に紙
し

料
りょう

液
えき

をすくい、少しずつ紙の厚
あつ

みを作ります。紙
し

料
りょう

液
えき

が
少なくなってくると、濃

のう

度
ど

がうすくなるので、数多くすくう必要があります。

リーダーは窓
まど

側
がわ

の
明 る い 側 に い て、
すきながら紙の厚

あつ

み を 目 で 確
かく

認
にん

し、
紙
し

料
りょう

液
えき

をすくう回
数を決めます。

数回に一度、一部
を切りはずし、専

せん

用
よう

の機械で紙の厚
あつ

さを確
かく

認
にん

します。

すき舟
ぶね

に材料を合わせて
紙
し

料
りょう

液
えき

を用意します。
簀
す

で紙
し

料
りょう

液
えき

をすくい、生
なま

紙
がみ

を作ります。
簀
す

ごと移
い

動
どう

して、生
なま

紙
がみ

を
ぬらした布

ぬの

の上に重ねま
す。

簀
す

をはずします。 上にぬらした布
ぬの

をかぶせ、
生
なま

紙
がみ

どうしがくっつかな
いようにします。

紙
し

料
りょう

液
えき

作りの技
わざ

手すきの技
わざ

紙すきの流れ

リーダーは窓
まど

側
がわ

※ 2 人すきの紙のサイズは、3 尺
しゃく

5 寸
すん

（約 1 メートル）× 6 尺
しゃく

5 寸
すん

（約 2 メートル）。3
さぶろく
･6 制

せい
という。

4 5

3 ～ 4 人ですく大きな紙は、日本画用
の和紙として特別に作られます。この
すき舟

ぶね

は組み立て式で、倍の大きさの
7 尺

しゃく

（約 2.1 メートル）× 9 尺
しゃく

（約 2.7
メートル）にもなります。




